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タイトル 東京駅丸の内駅舎保存・復原工事の記録 

所属・名前 鹿島建設株式会社 

上浪 鉄郎 

キーワード ① 居ながら免震   ②  重要文化財の再生  ③  仮受け 

2012年 10月、東京駅丸の内駅舎は創建時の壮麗な姿を取り戻した。 

普段人目には付かない、表からは見えない地下とその接続部に、これからの 100 年もその

姿を維持するための強靭化を施工してある。 

重要文化財である駅舎を残したまま、地下を掘削して躯体を新築し、出来た躯体との間に

352台のアイソレータと 157台のオイルダンパーを設置して駅舎全体を免震化した。 

5年半、延べ 86万人を擁して完成した世紀の大工事について、免震化を中心に概説する。 

 

 

 

 

 


